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条　　　　　例

　
給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 公 布 す る 。

　 　
令 和 四 年 三 月 三 十 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者
　 　 　 　 　 　 　 　

名 古 屋 市 長
　
河 村
　
た か し
　

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 一 号

　 　 　
給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第� 一 条 　
給 与 条 例 ︵ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　
第 二 十 一 条 第 三 項 中 ﹁ 支 給 す る 時 期 ご と の 割 合 は 、 千 分 の 千 二 百 七 十 五 ﹂ を ﹁ 割 合 は 、 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は

千 分 の 千 二 百 七 十 五 、 十 二 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 千 七 十 五 ﹂ を ﹁ 六 月 に 支 給 す る

場 合 に お い て は 千 分 の 千 七 十 五 、 十 二 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 九 百 二 十 五 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 ﹁ 千 分 の 七

百 二 十 五 ﹂ と ﹂ の 下 に ﹁ 、 ﹁ 千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 千 分 の 六 百 二 十 五 ﹂ と ﹂ を 、 ﹁ 千 分 の 六 百 二 十 五 ﹂ と ﹂ の 下

に ﹁ 、 ﹁ 千 分 の 九 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 千 分 の 五 百 二 十 五 ﹂ と ﹂ を 加 え る 。

　

 

　 附 則 第 七 項 第 一 号 中 ﹁ 千 分 の 三 百 一 ﹂ を ﹁ 千 分 の 二 百 六 十 一 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 ﹁ 千 分 の 百 八 十 三 ﹂ を ﹁ 千 分 の 百

四 十 五 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 ﹁ 千 分 の 百 十 八 ﹂ を ﹁ 千 分 の 八 十 一 ﹂ に 改 め る 。

第 二 条 　 給 与 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 二 十 一 条 第 三 項 中 ﹁ 割 合 は 、 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 二 百 七 十 五 、 十 二 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は

千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ を ﹁ 支 給 す る 時 期 ご と の 割 合 は 、 百 分 の 百 二 十 ﹂ に 、﹁ 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 七 十 五 、

十 二 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 九 百 二 十 五 ﹂ を ﹁ 百 分 の 百 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 ﹁ 千 分 の 千 二 百 七 十 五 ﹂ を ﹁ 百

分 の 百 二 十 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 七 百 二 十 五 ﹂ と 、 ﹁ 千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 千 分 の 六 百 二 十 五 ﹂ を ﹁ 千 分 の 六 百 七 十 五 ﹂

に 、﹁ 千 分 の 千 七 十 五 ﹂ を ﹁ 百 分 の 百 ﹂ に 、﹁ 千 分 の 六 百 二 十 五 ﹂ と 、﹁ 千 分 の 九 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 千 分 の 五 百 二 十 五 ﹂

を ﹁ 千 分 の 五 百 七 十 五 ﹂ に 改 め る 。

　

 

　 附 則 第 七 項 第 一 号 中 ﹁ 千 分 の 二 百 六 十 一 ﹂ を ﹁ 千 分 の 二 百 八 十 八 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 ﹁ 千 分 の 百 四 十 五 ﹂ を ﹁ 百 分

の 十 七 ﹂ に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 ﹁ 千 分 の 八 十 一 ﹂ を ﹁ 千 分 の 百 六 ﹂ に 改 め る 。
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﹁
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
﹁

　 　 別 表 第 一 の 二 中 　 　 　 　 　 　 　

  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を 　 　 　 　 　

  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に 改 め る 。

　 　 　 　 　 　

 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﹂

132,300 136,100

133,300 137,000

134,300 137,900

135,200 138,800

136,100 139,700

137,100 140,600

138,100 141,500

139,000 142,400

139,900 143,300

140,900 144,200

141,900 145,100

142,900 146,000

143,800 146,900

144,900 147,900

145,900 148,900

146,900 149,800

147,900 150,700

149,100 151,800

150,300 152,900

151,500 154,000

152,700 155,100

153,900 156,200

155,100 157,300

156,300 158,400

157,500 159,500

159,000 160,900

160,500 162,200

161,900 163,500

163,300 164,800

164,800 166,200

166,300 167,600

167,700 168,900

169,100 170,200

170,900 171,900

172,700 173,500

174,500 175,100

176,200 176,700

177,900 178,300

179,600 179,800

181,200 181,300
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附
　
則

　
︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　
こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 ︵ 以 下 ﹁ 施 行 日 ﹂ と い う 。 ︶ か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 並 び に 附 則 第 七 項 、 第 九 項 及 び 第 十

一 項 か ら 第 十 三 項 ま で の 規 定 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　
︵ 令 和 四 年 三 月 に 支 給 す る 期 末 手 当 に 関 す る 特 例 措 置 ︶

２ 　
第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 給 与 条 例 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 の 条 例 ﹂ と い う 。 ︶ 第 二 十 一 条 第 七 項 に 基 づ き 令 和 四 年 三 月 に 支

給 す る 職 員 ︵ 地 方 公 務 員 法 ︵ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ︶ 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 第 二

十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 ︵ 以 下 ﹁ 再 任 用 職 員 ﹂ と い う 。 ︶ を 除 く 。 ︶ の 期 末 手 当 の 額

は 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 給 与 条 例 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 前 の 条 例 ﹂ と い う 。 ︶ 第 二 十 一 条 第 七 項 の 規 定 に よ り 差 し 引 い た

期 末 手 当 の 額 ︵ 以 下 こ の 項 に お い て ﹁ 基 準 額 ﹂ と い う 。 ︶ か ら 、 令 和 三 年 十 二 月 に 支 給 さ れ た 期 末 手 当 の 額 に 三 十 一 分 の

六 ︵ 特 定 管 理 職 員 に あ っ て は 、 二 十 三 分 の 六 ︶ を 乗 じ て 得 た 額 ︵ 以 下 こ の 項 に お い て ﹁ 調 整 す る 額 ﹂ と い う 。 ︶ に 相 当 す

る 額 を 減 じ た 額 と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 調 整 す る 額 が 基 準 額 以 上 と な る と き は 、 期 末 手 当 は 、 支 給 し な い 。

３ 　
前 項 の 規 定 は 、 再 任 用 職 員 ︵ 次 項 に 規 定 す る 者 を 除 く 。 ︶ の 期 末 手 当 の 支 給 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 前

項 中 ﹁ 三 十 一 分 の 六 ﹂ と あ る の は 、 ﹁ 十 九 分 の 四 ﹂ と す る 。

４ 　
改 正 後 の 条 例 第 二 十 一 条 第 七 項 に 基 づ き 令 和 四 年 三 月 に 支 給 す る 職 員 ︵ 改 正 後 の 条 例 附 則 第 七 項 各 号 の 適 用 を 受 け る 再

任 用 職 員 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ︶ の 期 末 手 当 の 額 は 、 改 正 前 の 条 例 第 二 十 一 条 第 七 項 の 規 定 に よ り 差 し 引 い

た 期 末 手 当 の 額 ︵ 以 下 こ の 項 に お い て ﹁ 基 準 額 ﹂ と い う 。 ︶ か ら 、 第 一 号 の 額 を 減 じ 、 第 二 号 の 額 を 加 え た 額 と す る 。 こ

の 場 合 に お い て 、 第 二 号 の 額 か ら 第 一 号 の 額 を 減 じ た 額 が 基 準 額 以 上 と な る と き は 、 期 末 手 当 は 、 支 給 し な い 。

　
一
　
令 和 三 年 十 二 月 に 支 給 さ れ た 期 末 手 当 の 額 に 十 五 分 の 四 を 乗 じ て 得 た 額

　
二 　
施 行 日 に お い て 職 員 が 受 け る べ き 給 料 、 管 理 職 手 当 、 地 域 手 当 及 び 単 身 赴 任 手 当 の 月 額 の 合 計 額 に 、 令 和 三 年 十 二 月

か ら 施 行 日 の 属 す る 月 ま で の 月 数 ︵ 同 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 日 の 前 日 ま で の 期 間 に お い て 在 職 し な か っ た 期 間 、 給 料 を

支 給 さ れ な か っ た 期 間 そ の 他 の 管 理 者 が 定 め る 期 間 が あ る 職 員 に あ っ て は 、 当 該 月 数 か ら 当 該 期 間 を 考 慮 し て 管 理 者 が

定 め る 月 数 を 減 じ た 月 数 ︶ を 乗 じ て 得 た 額 か ら 、 令 和 三 年 十 二 月 一 日 に お い て 職 員 が 受 け る べ き 給 料 、 管 理 職 手 当 、 地

域 手 当 及 び 単 身 赴 任 手 当 の 月 額 の 合 計 額 に 、 同 月 か ら 施 行 日 の 属 す る 月 ま で の 月 数 ︵ 同 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 日 の 前 日

ま で の 期 間 に お い て 在 職 し な か っ た 期 間 、 給 料 を 支 給 さ れ な か っ た 期 間 そ の 他 の 管 理 者 が 定 め る 期 間 が あ る 職 員 に あ っ

て は 、 当 該 月 数 か ら 当 該 期 間 を 考 慮 し て 管 理 者 が 定 め る 月 数 を 減 じ た 月 数 ︶ を 乗 じ て 得 た 額 を 減 じ た 額

　 ︵ 委 任 ︶

５ 　 前 三 項 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 管 理 者 が 定 め る 。

　 ︵ 特 別 職 の 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ︶

６ 　 特 別 職 の 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 ︵ 令 和 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

　

 

　 附 則 第 五 項 中 ﹁ 千 分 の 千 二 百 七 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 百 分 の 七 十 八 ﹂ を ﹁ 割 合 は 、 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の

千 二 百 七 十 五 、 十 二 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 支 給 す る 時 期 ご と の 割 合 は 、 百 分 の 七

十 八 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 千 二 百 七 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 百 分 の 百 四 ﹂ を ﹁ 割 合 は 、 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 二 百

七 十 五 、 十 二 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 支 給 す る 時 期 ご と の 割 合 は 、 百 分 の 百 四 ﹂ に

改 め る 。

　

 

　 附 則 第 十 二 項 中 ﹁ 千 分 の 千 二 百 七 十 五 ﹂ を ﹁ 割 合 は 、 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 二 百 七 十 五 、 十 二 月 に 支

給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ に 、 ﹁ 百 分 の 七 十 八 ﹂ を ﹁ 支 給 す る 時 期 ご と の 割 合 は 、 百 分 の 七 十 八 ﹂ に 、 ﹁ 百

分 の 百 四 ﹂ を ﹁ 支 給 す る 時 期 ご と の 割 合 は 、 百 分 の 百 四 ﹂ に 改 め る 。

　

 

　 附 則 第 十 四 項 中 ﹁ 千 分 の 三 百 一 ﹂ を ﹁ 千 分 の 二 百 六 十 一 ﹂ に 、 ﹁ 百 分 の 二 十 四 ﹂ を ﹁ 千 分 の 百 九 十 八 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 百 八

十 三 ﹂ を ﹁ 千 分 の 百 四 十 五 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 百 十 六 ﹂ を ﹁ 千 分 の 七 十 九 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 百 十 八 ﹂ を ﹁ 千 分 の 八 十 一 ﹂ に 、 ﹁ 千

分 の 四 十 八 ﹂ を ﹁ 千 分 の 十 四 ﹂ に 改 め る 。

７ 　 特 別 職 の 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 附 則 第 五 項 中 ﹁ 割 合 は 、 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 二 百 七 十 五 、 十 二 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の

千 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 支 給 す る 時 期 ご と の 割 合 は 、 百 分 の 百 四 ﹂ を ﹁ 百 分 の 百 二 十 ﹂ と あ る の は ﹁ 百 分 の 百 四 ﹂ に 改

め る 。

　

 

　 附 則 第 十 二 項 中 ﹁ 割 合 は 、 六 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分 の 千 二 百 七 十 五 、 十 二 月 に 支 給 す る 場 合 に お い て は 千 分

の 千 百 二 十 五 ﹂ を ﹁ 百 分 の 百 二 十 ﹂ に 、 ﹁ 支 給 す る 時 期 ご と の 割 合 は 、 百 分 の 百 四 ﹂ を ﹁ 百 分 の 百 四 ﹂ に 改 め る 。

　

 

　 附 則 第 十 四 項 中 ﹁ 千 分 の 二 百 六 十 一 ﹂ を ﹁ 千 分 の 二 百 八 十 八 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 百 九 十 八 ﹂ を ﹁ 千 分 の 二 百 二 十 六 ﹂ に 、 ﹁ 千

分 の 百 四 十 五 ﹂ を ﹁ 百 分 の 十 七 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 七 十 九 ﹂ を ﹁ 千 分 の 百 四 ﹂ に 、 ﹁ 千 分 の 八 十 一 ﹂ を ﹁ 千 分 の 百 六 ﹂ に 、 ﹁ 千

分 の 十 四 ﹂ を ﹁ 千 分 の 三 十 七 ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 専 任 副 管 理 者 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ︶

８ 　 専 任 副 管 理 者 の 給 与 に 関 す る 条 例 ︵ 令 和 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 二 条 第 三 項 中 ﹁ 千 分 の 千 六 百 七 十 五 ﹂ と ﹂ の 下 に ﹁ 、 ﹁ 千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 千 分 の 千 五 百 七 十 五 ﹂ と ﹂

を 加 え る 。

９ 　 専 任 副 管 理 者 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　

 

　 第 二 条 第 三 項 中 ﹁ 千 分 の 千 二 百 七 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 千 分 の 千 六 百 七 十 五 ﹂ と 、 ﹁ 千 分 の 千 百 二 十 五 ﹂ と あ る の は ﹁ 千

分 の 千 五 百 七 十 五 ﹂ を ﹁ 百 分 の 百 二 十 ﹂ と あ る の は ﹁ 千 分 の 千 六 百 二 十 五 ﹂ に 改 め る 。

　 ︵ 令 和 四 年 三 月 に 支 給 す る 専 任 副 管 理 者 の 期 末 手 当 に 関 す る 特 例 措 置 ︶
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　 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 専 任 副 管 理 者 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 改 正 後 の 条 例 第 二 十

一 条 第 七 項 に 基 づ き 令 和 四 年 三 月 に 支 給 す る 期 末 手 当 の 額 は 、 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 専 任 副 管 理 者 の 給 与 に 関

す る 条 例 第 二 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 改 正 前 の 条 例 第 二 十 一 条 第 七 項 の 規 定 に よ り 差 し 引 い た 期 末 手 当 の 額 か ら 、 令 和

三 年 十 二 月 に 支 給 さ れ た 期 末 手 当 が 専 任 副 管 理 者 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 ︵ 令 和 三 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 三 号 ︶ 附
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則 第 二 項 の 規 定 の 適 用 が な い も の と し た 場 合 に 支 給 さ れ る こ と と な る 期 末 手 当 の 額 に 千 百 七 十 五 分 の 百 を 乗 じ て 得 た 額 に

相 当 す る 額 を 減 じ た 額 と す る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 退 隠 料 条 例 の 一 部 改 正 ︶
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名 古 屋 港 管 理 組 合 退 隠 料 条 例 ︵ 昭 和 二 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
第 十 一 条 第 一 項 た だ し 書 を 削 る 。

　
︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 退 隠 料 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ︶
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前 項 の 規 定 の 施 行 の 際 現 に 担 保 に 供 さ れ て い る 又 は 同 項 の 規 定 の 施 行 の 日 前 に 担 保 に 供 す る 旨 の 申 込 み が 行 わ れ た 扶 助

料 を 受 け る 権 利 は 、 同 日 以 後 も 、 な お 従 前 の 例 に よ り 担 保 に 供 す る こ と が で き る 。

　
︵ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ︶
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職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 ︵ 平 成 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　
第 一 条 中 ﹁ 基 づ き ﹂ の 下 に ﹁ 、 並 び に 法 を 実 施 す る た め ﹂ を 加 え る 。

　

 

　
第 二 条 第 五 号 イ 中 ⑴ を 削 り 、 同 号 イ ⑵ 中 ﹁ 特 定 職 ﹂ を ﹁ 任 命 権 者 を 同 じ く す る 職 ︵ 以 下 ﹁ 特 定 職 ﹂ と い う 。 ︶ ﹂ に 改 め 、

同 号 イ ⑵ を 同 号 イ ⑴ と し 、 同 号 イ ⑶ を 同 号 イ ⑵ と す る 。

　

 

　
第 六 条 中 ﹁ 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る ﹂ を ﹁ 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時 間 を 考 慮 し て 管 理 者 が 定 め る ﹂

に 改 め 、 同 条 各 号 を 削 る 。

　 　
第 九 条 を 第 十 一 条 と し 、 第 八 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

　 　
︵ 妊 娠 又 は 出 産 等 に つ い て の 申 出 が あ っ た 場 合 に お け る 措 置 等 ︶

　
第� 九 条 　
任 命 権 者 は 、 職 員 が 当 該 任 命 権 者 に 対 し 、 当 該 職 員 又 は そ の 配 偶 者 が 妊 娠 し 、 又 は 出 産 し た こ と そ の 他 こ れ に 準

ず る 事 実 を 申 し 出 た と き は 、 当 該 職 員 に 対 し て 、 育 児 休 業 に 関 す る 制 度 そ の 他 の 事 項 を 知 ら せ る と と も に 、 育 児 休 業 の

承 認 の 請 求 に 係 る 当 該 職 員 の 意 向 を 確 認 す る た め の 面 談 そ の 他 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

　
２ 　
任 命 権 者 は 、 職 員 が 前 項 の 規 定 に よ る 申 出 を し た こ と を 理 由 と し て 、 当 該 職 員 が 不 利 益 な 取 扱 い を 受 け る こ と が な い

よ う に し な け れ ば な ら な い 。

　 　
︵ 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 す る 措 置 ︶

　
第 十 条 　 任 命 権 者 は 、 育 児 休 業 の 承 認 の 請 求 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う に す る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

　 　 一 　 職 員 に 対 す る 育 児 休 業 に 係 る 研 修 の 実 施

　 　 二 　 育 児 休 業 に 関 す る 相 談 体 制 の 整 備

　 　 三 　 そ の 他 育 児 休 業 に 係 る 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 す る 措 置
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